

































要     旨 
 
NHK と KBS 大河ドラマの比較研究 
―「徳川家康」と「李成桂」の英雄像解釈― 
 








1983 年に放送された NHK 大河ドラマ『徳川家康』と KBS 大河ドラマ『開国』が提示する英
雄像は、民百姓のための強健な国づくりという大義名分と武将としての資質、そして人間味溢れ
る人物像という三要素からなっている。これに比べ、2000 年作 NHK 大河ドラマ『葵徳川三代』




が、分析の結果から分かるように NHK と KBS 大河ドラマが作り出す英雄像は、年代別にその














NHK 大河ドラマ『徳川家康』と KBS 大河ドラマ『開国』が模範的な英雄を作り出し、これ
をもって過ぎ去った過去の歴史を解明し、教訓的かつ理想的な人物を生み出している作品であれ
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1  NHK アーカイブスカタログでは、大河ドラマを｢日本と日本人を描く大型歴史ドラマ｣と定義して














ンタル率が 2007 年には 7.4％にすぎなかったものが 2009 年には 32％まで伸びた(｢毎日新聞｣ 2009






























































作品選定に先立って鑑賞、検討した KBS 大河ドラマは 1996 年『龍の涙』から 2012 年まで放送さ
れた『大王の夢』までの総 17 作で、1980 年代の作品『開国』と『土地』、1993 年『三国記』まで、
総 20 作である。NHK 大河ドラマは DVD 化されていない『三姉妹』、『勝海舟』、『山河燃ゆ』、


























対する NHK と KBS 大河ドラマの評価と相違を究明するためであり、各作品の放送時期、構成、
展開などの一致性と類似性をもって設けた基準である。 
研究対象の選定に先立って、NHK と KBS 大河ドラマの数多い作品を渉猟してきたが、作品選
定のもう一つの基準にしたのは全話が残っている作品9であり、全話の解釈を通してより明確な
                            
7 NHK 大河ドラマ『徳川家康』の脚本家である小山内美江子は、徳川家康に対する否定的な固定観
念が定着した理由を、明治維新後の政権交替政策においている。小山内美江子(1983 年)「家康、泰
平を願った七十五年」『徳川家康 NHK 大河ドラマ・ストーリー』pp.49-51、日本放送出版協会 
一方、五味の研究によると、徳川家康に対する否定的なイメージは江戸期から庶民の間に定着し
ていたと唱えている。五味文彦(1996 年)『日本史重要人物 101』p.120、新書館 
8 威化島回軍とは、遼東討伐を目指して威化島に出陣していた李成桂が、討伐軍の主力部隊を撤兵さ 
せた事件である。この撤兵がきっかけとなって高麗王朝は滅亡され、新王朝の樹立に至る。 




分析を図ったためである。NHK 大河ドラマは 2013 年現在、総 52 作が制作され、KBS 大河ドラ
マは総 33 作が制作されているが、家康を主人公とする NHK 大河ドラマは『徳川家康』(1983

























                            
10 KBS 大河ドラマ『開国』での開国は、新しい国の建国を意味する。 

























第 3 章では、NHK 大河ドラマ『徳川家康』と『葵徳川三代』がともに扱っている関ヶ原の戦
いや大阪の陣などを比較していく。この比較を通して、実在事件に対する大河ドラマの評価の変 
化が明らかになる。また、第 1 章と第 2 章で究明された家康の英雄像を全体的に比較し、家康に 




















行い、李成桂に対する KBS 大河ドラマの評価の変化を究明する。 




第 7 章では、各作品の解釈結果の比較を行い、それぞれ家康と李成桂を描き出す NHK と KBS
大河ドラマの類似性や相違などを国別及び時代別にまとめていく。そして、NHK と KBS 大河ド











を得ている KBS 大河ドラマ『龍の涙』の研究成果も見られる。Park13(2012 年)は、史劇ドラマの
                            




























                                                                                  
『The Journal of Korean Drama and Theatre』Vol.37、pp.129-165、The Learned Society of Korean Drama 
and Theatre  
14  Jeon Gyuchan(1998 年) ｢歴史ドラマの評価と提言｣『放送開発』pp. 201-210、韓国放送開発院 
15  Park Soonae (2008 年) ｢Nationalism and Historical Drama in Korea & Japan｣『The Society of Korean &  
















NHK と KBS 大河ドラマを比較したもう一つの研究を見てみよう。Lee16（2004 年）は、NHK






ている。この比較研究は、これからの NHK と KBS 大河ドラマの研究において貴重な資料にな




主に制作したのは 1980 年から 1994 年の間という結果が示しているように、これは特定時期での
                            






























                            
17 石月静恵(2010 年) ｢大河ドラマと女性｣『桜花学園大学人文学部研究紀要』12 巻、pp.143-163、桜
花学園大学  




























                            
19 樋口大祐(2012 年) ｢大河ドラマの今昔：『黄金の日日』から遠く離れて｣『海港都市研究』7 号、
pp.83-87、神戸大学大学院人文科学研究科海港都市研究センター 








犯している。NHK と KBS 大河ドラマを比較する本研究ではこのような限界を超え、映像作品な
らではの映像分析を通してテレビというメディアがドラマというジャンルをもって作り出す家康
と李成桂の英雄像を突き止めていく。映像分析こそが映像作品の実質的な研究であり、先行研究

















































                            
21 付録 p.353 <表 3> 徳川家康が登場する NHK 大河ドラマの一覧 参照 
22 河野逸人編(2011 年)『NHK 大河ドラマ大全』p.126、日本放送出版協会 


































第 1 節 大河ドラマ『徳川家康』が再創造する家康の武将像 
 





























     
図1                  図2 
 
     

















                            

























     
図5                  図6 
                            






     
























                            


























第 9 話では、家康と信長の清洲同盟を扱っている。図 9 から図 14 までの映像がそれである。 
 
  




図12              図13               図14 
 
清洲同盟の儀式が全体的に映し出されている図 9 のマスターショット(master shot) 27に続いて、





















                            
27 マスターショット(master shot)とは、一つのシーンの基本となる位置から撮影されたショットを指









     
図15                  図16 
 
     































      
図19                  図20  
          
     



























     
図23                  図24           
 
     





























































      
図27                 図28 
26 
  
     














































    











































      
図36                  図37    
        
     





































   





































                            
28  福田千鶴(2010 年)『江の生涯：徳川将軍家御台所の役割』中央公論新社 
2000 年作 NHK 大河ドラマ『葵徳川三代』では、史料通りにお江と秀忠との婚姻は 3 回目となって
おり、第 2 話での作品解説のシーンで詳細に説明されている。 


























































































                            






      














     



















     
図53                 図54 
 
     












































     
図57                 図58  
           
     





















     


























図63               図64              図65  
 
  


























     
図69                 図70 
 
     



























































     
図 73                 図 74  
 
      






発覚されるエピソードを扱っている。図 77 から図 80 までの映像を見てみよう。 
 
     




     




























     
図81                  図82 
 
     























     
図85                 図86 
 
     






ところへ忍び込む(図 85)。そこで信康の目に入ったのは図 86 の苦しんでいる父、家康である。
せめて父である家康だけには自分の潔白を信じてもらいたかった信康に、反って｢益体なし｣であ
ると怒鳴りつけて帰らせる親の切ない気持ちが雨音に乗せられ伝わってくる。その悲しみや苦し















図89              図90             図91 
 
   





























     
図95                  図96 
 
     



























































     









































































     

































































       
                      図103                 図104  
        
     








































   














































   




























































     
図116                 図117 
 
     



































































     




















   






























     
図 125                 図 126  
 
     






















































第 37 話での図 129 から図 131 までの映像を見てみよう。 
 
  























目の前で経験した三成の残酷さを語る図 132 から図 134 の映像と、三成の忠義を知り、むしろ戦
うことを勧めている図 129 から図 131 までの映像を比べてみよう。 
 
   




































その存在は、第 33 話での秀吉の生母である大政所の台詞を通して明らかになる。図 135 から図
137 までの映像を見てみよう。 
 
   
































































第 5 節 オープニングシークエンスにみる家康の英雄像 
 
第 5 節では、大河ドラマ『徳川家康』のオープニングシークエンスを分析する。本作品のオー




























     
図 138                 図 139  
 
     













     




     
図144                  図145 
 
     
図146                  図147  
 
     
図148                 図149   
 
夜明けの山(図 142)の映像は山奥のせせらぎ(図 143、図 144)の映像に替わり、そのせせらぎは





6 歳の幼き身で始まった苦渋の人質時代はおよそ 10 年以上も続き、織田信長との同盟や豊臣秀


































































































































     

























     
図3              図4 
 
   





























      



































     
図10                  図11 
 
      
図12                   図13  
























































        
















































     














           









































                            
34  与力とは、諸奉行などの補佐役を務める者の職名である。西山松之助(1975 年)『江戸町人の研





















     
  図 23                  図 24 
 
     























     









































     
図29                 図30 
 
     














































     




     



































































     
図37             図38              図39  
 
     































    
     























     
図45                 図46 
 
     


























     
図49                    図50 
 
     
































      




































                            
35 鎌田道隆(1992 年)｢初期幕政における二元政治論序説｣『奈良史学』巻 10 号、pp.46-63、奈良大学





































































































     
図63                   図64 
 
     













































     
                     図67                    図68 
 
     





































































                            
36 鈴木嘉一(2011 年)『大河ドラマの 50 年―放送文化の中の歴史ドラマ』p.333、中央公論新社 
37 付録 p.354 <表 5> 架空人物が主人公とする NHK 大河ドラマの一覧 参照 
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図 77                    図 78 
 
     
図 79                  図 80 
 
豊臣家恩顧の大名たちは、家康が征夷大将軍職を三男秀忠に譲り、将軍職を徳川家代々に継が























































     






















































第 5 節 オープニングシークエンスにみる家康と江戸幕府 
 













ープニングシークエンスは、無から開かれた江戸幕府をそのまま映し出している。図 83 と図 84
の映像を見てみよう。 
 
     
図 83                  図 84 
 
大河ドラマ『葵徳川三代』のオープニングシークエンスは、図 83 の映像から始まる。この映


















る(図 86)。この煙は図 87 の桜の木に替わり、フレームの全体を占めている図 88 の桜の木は満開
している。 
 
     
図 85                  図 86 
 
     











     
図89                   図90 
 
     
図91                    図92 
 
図 89 に映し出されている竜は、家康を祭っている東照宮内の造形物である。この竜は図 85 に
収められている竜とは違って立派な姿をしており、すでに江戸幕府を開き天下人となっている家
康の象徴である。この竜の目が光っている図 90 は、東照宮の屋根のてっぺんが光っている図 91
に替わる。続いて映し出された図 92 は、東照宮の全景を画面全体にわたって大きく配置し、下
からライトアップさせ、驚異的な雰囲気をもたらしている。家康が戦国を平定し、天下人となっ



















代』の 第 1 話は 関ヶ原の戦いのダイジェストで、第 2 話から第 13 話までは、関ヶ原の戦いに
至る過程を遡っていく展開で構成されている。 
 
     
図93                   図94 
 
     














    
図 97               図 98              図 99 
 
これらの映像は、戦闘に臨んでいる兵士たちの様子をそのまま見せることで戦国という激動の












     
図 100                    図 101  
 
     







     
図 104                   図 105  
 
     
図 106                  図 107 
 























































の映像比較ができる重要なところでもある。これに加え、第 1 章と第 2 章で分析された両作品で
の家康像を全体的に比較していく。事件の年代順に沿って、第 1 節では小山評定と関ヶ原の戦い



































































                      













































































                            









































































































































































































     
図32                    図33 
   
     
































































































     



































































     
                      図46                 図47 
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図50                  図51 
 
     































     

















     



























































































































     































図65             図66             図67  














     
図 68                  図 69 
 
また、燃え上がっている大阪城をみながら(図 70、図 71)、｢大阪城の天守閣が焼け落ちたぞ。






















































図73              図74              図75   















































































































































































































































































も、正統史劇に拘っているのが KBS 大河ドラマであり、NHK 大河ドラマも、｢できる限り完璧
な考証を目指して44｣いるとされている。しかし、両国の大河ドラマはあくまでもフィクション
作品であり、固定された史実からフィクション化された家康と李成桂も各作品によって作り出さ







                            
41 大原誠(1985 年)『NHK 大河ドラマの歳月』p.14、日本放送出版協会 
42 鈴木嘉一(2011 年) 前掲書 p.ⅱ、中央公論新社 
43 Jeong Yeonghui(2005 年)『韓国社会の変化とテレビドラマ』p.119、communicationbooks  
44 小和田哲男(2010 年) 前掲書 p.274、(株)中経出版 
160 
  












マも李成桂を通して 14 世紀末の乱世を描き出している。それなら、KBS 大河ドラマが作り上げ

















                            
45 高麗末期の権門勢家は元に忠誠を尽くして政治の権力を手にした支配層で、大土地を独占するな
ど、不正を働く存在であった。Choi Dongwon(1977)「The Social Class and Period of the Formation of 






















していく。最後の第 5 節では、第 1 節から第 4 節にわたって分析された李成桂の人物像と、これ
を通してもっとも訴えかけようとする作品のメッセージを、オープニングシークエンスの分析を
もって究明していく。このようなプロセスから分析される李成桂を通して、李成桂と朝鮮王朝に





                            
46 紅巾賊とは、14 世紀末期、中国河北省の一帯で起きた農民反乱軍の集団である。目印として紅い 
布を付けたことから紅巾賊と呼ばれ、勢力を伸ばして元の各地を侵略していたが、その一群が元の 
反撃を受け、高麗の領土にまで侵入するようになる。紅巾賊の侵入で、高麗王朝は首都である開京 
を占領される。戰爭紀念事業會國防軍史硏究所(1993 年)『韓民族戰爭通史Ⅱ高麗時代篇』 p.335、 
國防軍史硏究所。大河ドラマ『開国』ではこの侵略を、第 21 話から第 24 話まで、かなり大きい比 
重で扱っているが、これは李成桂の業績の示唆という試み以外にも、他民族によって弾圧される百 
姓という形象を通して高麗王朝の無能さを訴えかけるためである。 






































     
図 1                  図 2           
 
     
図 3                  図 4 
 
狩りに出かけた李成桂は偶然、倭寇の襲撃を受けている村にたどり着く。そこでは罪のない高
麗の百姓が殺され(図 1)、村はすでに火の海となっている (図 2)。この残酷な様子を目の当たり
にした李成桂の側近は、直ちにその場から立ち退くことを催促する。しかし、李成桂は、｢武芸
を嗜む者がこのまま引き下がることは道理ではない｣と固く断る。そして百発百中の弓の技量を
発揮し(図 3)、倭寇を撃ち殺す(図 4)。 
























ショット(図 5)とグループ ショット(図 6)が用いられ、ナレーションでその時の状況を説明する




         
図 5                  図 6          
 
         























   
図 9             図 10             図 11  
 
   







































     





                            
48 韓国古典総合 DB『朝鮮王朝実録』｢太祖実録総書｣、66 番目の記事  

















     
図 17                  図 18 
 
     
図 19                  図 20 
 
李成桂は、狩りの支度を済ませて部屋から出よう(図 17、図 18)とする。その瞬間、徹夜で読







































                            
49 『大學衍義』は 帝王の修身齊家を力説した宋の真徳秀による書籍である。姜在彦著、河宇鳳訳
(2003 年)『韓国儒学の二千年』p.215、Hangilsa。図 20 に映し出されている書籍も『大學衍義』で、
第 2 話ではその映像も提示している。 
50  韓国古典総合 DB『朝鮮王朝実録』｢太祖実録総書｣、80 番目の記事 










   




話での図 24 から図 26 までの映像を見てみよう。 
 
  














また、図 24 から図 26 までの映像に映し出されている人物は、大変重要な役割を果たしている。
その一つは、李成桂の文武両道の武将像を立証させるための一つの装置としての役割である。第








































傾け、涙を堪えている(図 30)。  
 
     
図 27                 図 28  
      
     











うか。韓国社会は、1979 年 10 月に起きた大統領暗殺事件から第五共和国が正式に成立される















ている。カメラはもっと近くまで近づき、図 33 から図 36 までのクローズアップの映像に続く。




     




     
図 33                  図 34           
 
     
図 35                 図 36 
 
このシーンは、ロングショットをもって修羅場となった状況を映し出し(図 31)、戦闘の激しさ
や悲惨さを伝え、犠牲となった兵士を見る李成桂(図 33、図 35)とすでに死んでいる兵士(図 34、


















                            
51 東寧府は元により設置された高麗を統治した機構で、雙城総管府と共に高麗支配の拠点であった。 
Oh Ki-seung(2012 年)「A study ontheDongnyongbu campaigninthereign of King Kongmin」『軍事研










     
































     
図39                   図40 
 
     




















雙城総管府の陥落を象徴する 図 43 と図 44 の映像を見てみよう。火のついた矢が打ち込まれ











         







         




     































                            
52  韓国古典総合 DB『朝鮮王朝実録』｢太祖実録総書｣、66 番目の記事  























































































     




     






























     























     









     
図 57                図 58 
 
























































     
図 60                 図 61  
          
     
           図 62                  図 63 
 
                            
53 韓国史では、一般的に近代の時点を朝鮮王朝第 26 代国王高宗が即位した 1863 年から分類してい
る。この研究で述べている前近代社会とは、女性の社会的な地位が確認できる史書が現存する範囲
に制限し、主に新羅、高句麗、百済、高麗、朝鮮時代を指す。 

































                            

























                            
56 Nam Sangman(1999 年) ｢A Study on the family Policy Chousun Dynasty｣『社会福祉開発研究』5 巻 3
号、pp.327-350、社会福祉開発研究院 
57 2～30 代のサラリーマン、727 名を対象に共働きに対する選好度を調査した結果、78％が経済的な
理由により、共働きを臨んでいると答えている。｢京郷新聞｣2009 年 10 月 13 日 
58 Ryu Suyoung(2007 年)｢韓国人の儒教的価値測定問項開発研究」『人事·組織研究』第 15 券、第 4 号、
pp.171-205、韓国人事·組織学会  
59 「中年女性の意識実態調査」30 歳から 54 歳の女性を対象にした意識調査。 ｢京郷新聞｣1983 年 10

























     
図 64                         図 65           
 
                            
60 六芸とは、儒学敎育においての六つの教養のことで、礼(礼節、道徳教育)、楽(音楽)、射(弓術)、
御(馬車を操る技術)、書(文学)、数(数学)を指し、学識の高い男性が心身を鍛え、教養を積むための




     









した行為は比べ物にはならないが、いずれも愉快なことではない。図 64 と図 60 に収められてい
る二人の女性の服装はまったく同じものとなっており、女性の身分でありながらも武芸を磨くと
いうことも一致していることが分かる。しかし、第 11 話に提示されている李成桂の儒教的な女












                            
61 Yoon Jeongran (2008 年)『朝鮮王妃の五百年史』p.8、LeeGa 出版社 












































     
図 68                 図 69           
 
     
           図 70                  図 71   
 
図 67 の伽倻琴65を弾いている康氏の顔がゆっくりとクローズアップされ、図 68 のようにフレ
ームの真ん中が何かと重ねられている。その何かの正体は図 70 でやっと明らかになる。図 68 は






                            
64 Shin Bongseng(1996 年)『辛奉承の朝鮮史』p.54、図書出版 DapGe 
























































第 30 話から見られる図 72 から図 75 までには、息子たちの学問を試している父としての李成
桂がよく描かれている。  
 
     
図 72                        図 73 
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図 76              図 77             図 78 
 
  
図 79              図 80             図 81 
 
図 77 から図 80 までは、息子に対する夫妻それぞれの思いや各自の意見を述べる映像である。
これらは、ワンショットのクローズアップで収められ、息子に対する各自の心や意思をはっきり
示していることが映し出されている。しかし、芳遠だけは武の道に進むと思っていた韓氏夫人の























第 36 話には、李成桂と息子たちとの対話のシーンが描かれている。図 82 から図 85 までの映
像を見てみよう。 
 
     
図 82                 図 83 
 
     






                            
66  『燃藜室記述』巻 2、｢太宗朝故事本末｣  



























に対するこだわりの理由が第 35 話と第 36 話でそれぞれ異なっていることである。第 35 話では
戦場で走り回ることを息子にはさせたくないということとなっており、第 36 話では李家には武
将しかいないためという設定となっている。いずれにしても李成桂の文官志向には変わりがなく、
第 36 話での設定が史料に基づいているものであるなら、第 35 話での設定は作家の想像力が発揮
されているものである。しかし、ホワイトカラーが好まれる学歴重視社会を生きている 1980 年
代の人々には第 35 話での設定の方が、説得力の高いものであると考えられる。 
198 
  





っかりとしつけている。図 86 から図 91 までの映像を見てみよう。 
 
  
図 86              図 87              図 88 
 
  




































































































     
図 92                  図 93   
         
     














































     
図 96                 図 97 
 
     






























        





























    





元の魏王が使者として高麗に来る(第 10 話)。  
 
     
図 107                        図 108 
 








出そうとしている。これを阻止する兵士と、その兵士たちに抵抗する百姓の姿が図 109 と図 110
を通して提示されている。 
 
         






第 1 話には、元に献上するために若い女性を捕まえていく映像が、5 分近くも映し出されてい









                            
67 高麗王朝においての貢女とは、主に元に献上する未婚の若い女性のことを指す。 
Yu Hongryeol(1957 年)「高麗の元に対する貢女」『震檀學報』No.18、pp. 25-46、震檀學會 
207 
  
     
図 111                 図 112          
 
     











     
図 115                       図 116 
 
     








いる図 119 から図 122 までの映像を見てみよう。 
 
     
図 119                            図 120          
 
     
































つながっている。図 123 から図 128 までがその映像である。 
 
   
図 123            図 124             図 125 
 
  













はすでに英雄李成桂を作り出している。図 124 と図 127 は村人の目線に沿い、見上げられている















































                            

















































     
図 132                 図 133           
 
     
図 134                 図 135 
 












禑王の悪行は百姓にも及んでいる。図 136 から図 139 までの映像を見てみよう。禑王にふいご
を取られた百姓が返してくれることを訴えると、禑王はこの民にも暴力を振るい (図 137)、これ





     
図 136                 図 137           
 
     
図 138                 図 139 
 
禑王の異常な行為はまだまだ続く。町に出て百姓の犬や鶏を殺し、すずめを捕まえて道端で焼






     
図 140                 図 141          
 
     
                     図 142                 図 143 
 
第 38 には、禑王の大人らしくないいたずらも描かれている。図 144 から図 147 までがそれで




     
図 144                 図 145 
 
     













     
図 148                図 149 
 
  




























     
図 153                   図 154          
 
     



























































出した映像である。図 157 から図 164 までの映像を見てみよう。 
 
     
図 157                 図 158          
 
     
図 159                  図 160 
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図 161                 図 162           
 
     













る。図 159 は、ゆっくりと動いて図 160 の映像に転換されるが、この映像ではバストショットで
大きく人物を収め、李成桂の暗い表情と甲冑の姿をはっきりと見せている。これによって作品の






ジを与えている。また、図 162 は黒い海(図 163)に替わり、しかもこの海には激しい波が打ち寄







第 20 話から最終回である第 49 話までのオープニングシークエンスには、図 158 から図 160 ま
での映像の代わりに、図 165 から図 167 までの映像が提示されている。 
 
   
図 165             図 166             図 167 
 

















図 168 から図 173 までは、第 1 話から第 19 話までのオープニングシークエンスに用いられて
いる映像である。 
 
   
図 168                 図 169                 図 170 
 
   
図 171               図 172                  図 173 
 



























第 20 話から最終回である第 49 話までに用いられているオープニングシークエンスは、外勢の
侵略や高麗王朝の内紛などを扱っているエピソードでの映像を提示している。 
 
   
図174              図175                   図176 
 
   
図177              図178                   図179 
 
図 174 から図 176 までの映像には、紅巾賊の侵略で民家は燃やされ、為すすべも知らず慌てて
いる百姓たちの様子が描かれている。そして、図 177 から図 179 までの映像は、政の争いで内紛
が起こっている朝廷での様子である。 図 168 から図 170 までの映像が、自国の兵士たちに抑圧


































































第 5 章 KBS 大河ドラマ『龍の涙』 
 


































                            


































































     
図 1                   図 2 
 
     




遺臣を配置させた図 3 と、同等な位置で対立している二人(図 4)を通して、表向きは新王朝の国
王と滅亡した王朝の遺臣であるが、同等な関係、もしくは優位にいる高麗の遺臣であることを示
している。また、高麗遺臣の無礼極まる行動に激怒するのは李成桂ではなく、反ってお連れの臣






















るシーンが描かれている。図 5 から 図 8 までがその映像である。しかし、説得及び拒絶という
同じ設定であるため、上の図 1 から 図 4 までの映像とほとんど一致した構図を用いた映像とな
っている。 
 
     
図 5                   図 6 
 
     













秀な人材を登用しようとする。このエピソードが描かれている第 15 話での 図 9 から 図 12 まで
の映像を見てみよう。 
 
     
                      図 9                  図 10 
 
     












涙』の第 9 話には、このエピソードが詳しく描かれている。 
 
                            
70 科挙とは、朝廷に仕える官僚を選抜する試験である。 
Kim Changsu(1977 年) ｢朝鮮時代の科舉制度｣『考試界』245 号、pp.157-162、国家考試学会 
232 
  
     
図 13                  図 14 
 
     
図 15                   図 16 
 
芳雨は、李成桂宛ての文一通のみ(図 13)を残して行方を暗ましてしまう。図 14 には、もはや
すべてを捨てて隠居の道に立つ見窄らしい芳雨の様子が映し出されている。そして、くしゃくし
ゃになった手紙(図 16)という小道具には、極みに到達した李成桂の怒りが描かれている。図 13


















     
図 17                 図 18          
 
     


















                            
71 世子とは、王位継承の第一順位の王子を指す。Kim namki (2009) ｢Prince Education in 17th century 
















     
図 21                  図 22 
 
     




(図 23)。図 21 と図 23 は高い位置から撮ったハイアングルの映像となっているが、病で寝込んで
いる李成桂と猛烈な議論を交わす官僚の様子はいかにも対照的で、李成桂が受けた衝撃は国政に
                            
72 大河ドラマ『龍の涙』の演出家である Kim Jaehyung は、インタビューを通して武力で得た権力の























いる。   
                            
73 上疏文とは、国王や上官に対した臣下の意見を記した文書のことを指す。Oh Inhwan, Lee Gyuwan 
(2003 年) ｢A Study of Persuasion Structure of "Sang So Moon(Momorial)"｣『韓国言論学報』第 47 巻 
3 号、pp. 5-37、韓国言論学会 
74 高麗王朝は王氏によって率いられていた国で、李成桂は高麗王朝の王族のみならず、王という名
字を名乗る人をすべて水没させる。韓国古典総合 DB『朝鮮王朝実録』｢太祖実録｣、太祖 3 年 4 月







戮の罪悪感にとらわれ、悪夢にうなされている。第 25 話に描かれている図 25 から図 29 までの
映像を見てみよう。 
 
    
図 25               図 26          
 
  






































う。これらのエピソードは第 43 話から第 47 話までにわたってかなり大きい比重で描かれており、
ここから作り上げられる李成桂の形象は妻を亡くして悲しみに陥った哀れな凡人となっている。
その形象が映し出されているシーンを分析してみよう。第 43 話での図 30 から図 32 までの映像
は、悲しみに暮れている李成桂を収めている。 
 
      












る。図 33 から図 35 までの映像がそれである。 
 
  










第 43 話には、自ら王妃康氏の埋葬地を探して足を運ぶ李成桂が描かれている。図 36 から図
38 までの映像に映し出されている李成桂は白装束に身を包んで、良い埋葬地を探して山道を歩
き回っており、必死になっているその真剣さが図 37 の表情から読み取れる。  
 
  












中、李成桂はまたも倒れてしまう。第 47 話での図 39 から図 42 までの映像を見てみよう。 
 
     
図 39                    図 40           
 
     























































という李成桂の苦しみに陥っている哀れな様子が図 46 に描かれている。 
 
     
図 43                         図 44            
 
     





















でいる。第 76 話に描かれている 図 47 から図 50 までの映像を見てみよう。 
 
     
図 47                 図 48 
 
     
図 49                 図 50 
 
























































































     
図 51                 図 52           
 
     
図 53                 図 54 
 
芳遠に対する怒りで、物を投げ出す李成桂は第 57 話にも提示されている。図 55 から 図 58 ま
での映像を見てみよう。 
 
     
図 55                 図 56           
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遠の計略に乗せられた芳果も憎んでいる。第 54 話での図 59 から図 62 までの映像を見てみよう。 
 
     
図 59                  図 60           
247 
  
     









































る 図 63 から図 66 までの映像を見てみよう。李成桂の誕生日を向かえ、五男芳遠の妻、民氏が
お餅を作ってきている(図 63)。しかし、李成桂はその餅を蹴ってしまい(図 64)、｢本当に私のこ
とを父親だと思っているのか。こんなものは要らない。けしからん奴め、二度と目の前に現れる

























     
図 63                 図 64 
    
     

































ろうとしている。第 114 話に描かれている図 67 から図 70 までの映像を見てみよう。 
 
     
図 67                   図 68           
 
         


















     
図 71                 図 72 






















かれている図 73 と図 74 の映像を見てみよう。 
 
     









芳遠と和解した李成桂は 1408 年 74 歳を最期に永眠する。このエピソードを描き出しているシ
ーンからも李成桂は擁護されている。第 126 話での図 75 から図 82 の映像を見てみよう。 
 
     









   
 図 77              図 78             図 79 
 
    
図 80                   図 81                 図 82 
 







という最後の言葉を芳遠に残して息を引き取る(図 83、図 84)。図 84 の映像もフレームの色を白
黒に変え、李成桂の死を象徴している。 
 
     


























れている。図 85 から図 88 までの映像を見てみよう。 
 
     
図 85                  図 86           
 
     







































図 89 と図 90 の映像を見てみよう。 
 
    
図 89                図 90           
 
朝鮮王朝の三代国王となった芳遠は、王権を確立して独裁に近い治世を行っている。このため、












動的な評価に沿った提示もなされている。     





     














































































いる。図 93 から図 96 までの映像を見てみよう。 
 
     
図 93                 図 94            
 
     






































高麗王朝への残酷な措置には厳しく批難している。第 25 話での図 97 と図 98 の映像を見てみよ
う。 
 
      


































が描かれている 。図 99 から図 102 までの映像を見てみよう。 
 
     
図 99                 図 100            
 
     






図 99 と図 100 には、宮殿再建の苦役に捕まえられていく百姓が映し出されており、ロングショ
263 
  






町の状況が映し出されている。図 103 から図 106 までがその映像である。 
 
     
図 103                 図 104          
 
     
図 105                 図 106 
 
国王芳遠は、長引く飢饉で苦しめられている百姓を偶然目撃する。図 103 と図 105 の芳遠がみ












     
図 107                        図 108           
 
     
図 109                       図 110 
 
































をされないため、軍事力の強い国づくりに挑む。図 111 から図 114 までの映像を見てみよう。 
 
     
図 111                 図 112          
 
     















































































     
図 115                 図 116 
 
     




























より、両者をめぐった物騒な動きに歯止めをかけようとする人物もいる。図 119 から図 122 まで
の映像を見てみよう。 
 
     
図 119                 図 120          
 
     



















































に描き出されている。図 123 から図 125 までの映像を見てみよう。 
 
   


























れる。第 51 話での図 126 から図 129 までの映像を見てみよう。 
    
     
図 126                        図 127           
 
     




                            














芳遠が自ら自分の立場を擁護する装置は、次のシーンから読み取れる。第 120 話での図 130 と
図 131 の映像を見てみよう。 
 
    



















第 83 話での図 132 と図 133 の映像を見てみよう。 
 
     
図 132                 図 133 
 

























































し、雨乞いの儀式は一日中続けられる。そのシーンが描かれている第 159 話での図 135 から 図
138 までの映像を見てみよう。 
 
     
図 135                      図 136              
 
     










                            
77 鳥瞰アングルとはヘリコプターや高い丘から被写体の全体的な様子を映し出すカメラワークの手

































































第 5 節 オープニングシークエンスにみる大河ドラマ『龍の涙』 
      
















(computer graphics、以下 CG と表記)の映像をもって始まる。そこには、躍動感にあふれる龍の
CG が映し出されている。映像は、クローズアップされた龍の頭の部分を収めた 図 140 に替わ
り、タイトルをクローズアップさせた図 141 に移っていく。図 141 に用いられているタイトルバ
ック(title background)にも CG の手法が施され、龍の肌表面のような質感を醸し出している。 
 
   





















     
図 142                 図 143 
 














大河ドラマ『龍の涙』のオープニングシークエンスの主要シーンは、図 144 と図 145 のような
人物のみを収めた映像に構成されている。その映像はほとんど構図が変わらない。 
 
     
図 144                 図 145 
 








     
図 146                 図 147 
 












     
図 148                 図 149 
  


































     
                 図150                  図151         
 
     














1990 年代の後半から KBS 大河ドラマは総 100 話以上の長編に編成されるようになり、これも単
純な情報提供型のオープニングシークエンスにならざるを得なかった一つの原因であると考えら
れる。これに比べ、NHK 大河ドラマのオープニングシークエンスである図 154 から図 157 まで
の映像を見ると、主に日本の美しい自然や文化遺産などを取り入れて、そこから主人公や作品の
メッセージを象徴化する手法を用いていることがよく分かる。これは、｢日本と日本人を描く｣と
いう NHK 大河ドラマの制作方針に基づいた演出であると考えられる。 
 
     
図 154                 図 155  
          
     







     




 第 5 節では、大河ドラマ『龍の涙』のオープニングシークエンスを分析してみた。この分析を






























第 6 章 KBS 大河ドラマ『開国』と『龍の涙』の比較 
 






























第 1 節 威化島回軍 
 






























『開国』第 43 話  
 













『龍の涙』第 1 話  
 
















一方、大河ドラマ『龍の涙』では図 6 から図 8 までの映像から分かるように、雷や風になびく
旗、馬の鳴き声などの効果音を用いて悪天候を示し、図 9 から見られるように李成桂は一人で対
策を捻っている。また、図 10 は逃亡兵をその場で無残に処断する映像で、大河ドラ『開国』で


































































『開国』第 43 話  
 


































































































を再び提示している。第 1 話に描かれている図 25 から図 30 までの映像を見てみよう。 
 
  
図 25              図 26              図 27 
 
  


















































































33 と図 34 の映像にナレーションを用いて高麗王の死とこの時の状況を説明している。しかし、
大河ドラマ『龍の涙』では逃げ出そうとするまだ幼い昌王を捕まえ、毒薬を飲ませる残酷な映像
(図 35、図 36)を映し出している。また、禑王の死も毒薬を飲ませられ、苦しんでいる様子まで











































































































『開国』第 49 話  
 







『龍の涙』第 8 話  
 





























































『開国』第 49 話  
 



























一方、 大河ドラマ『龍の涙』では玉璽の受け取りを催促する重臣の台詞と、図 58 から見られ
る李成桂の顔の表情以外はどんな情報も提示されておらず、大河ドラマ『開国』から見られる李
成桂の抵抗も一向に示されていない。しかし、李成桂の視線が止まっている POV ショットには






























































大河ドラマ『開国』では図 61 から図 64 の映像に李成桂が語る就任の辞が流れる。また、この
就任の辞も『太祖實録』の史料から抜粋したものであることを、ナレーションを通して明確に示
している。一方、大河ドラマ『龍の涙』では、クーデターを経て得られた王座を大変懐疑的な見
解で述べる短いナレーションのみを提示している。大河ドラマ『開国』の図 61 から図 64 までの
映像に用いられている李成桂の就任の辞は、以下のようである。 
 




















河ドラマ『開国』に比べて短く触れるのみで、しかもその様子を映し出す図 65 と図 66 の映像に
流れるナレーションは大変懐疑的なものとなっている。 
                            
78 『朝鮮王朝実録』太祖一年 1392 年 7 月 28 日 3 番目の記事  





     武将として浮かび上がった李成桂は、威化島回軍という反乱をきっかけに 
四年にわたって三回もの政変を経て反対派を粛清し、ついに王座に上った 
のである。だが、それほどの血を流して得た王の座とは果たして何だろ 

























































































































































































第 7 章 NHK と KBS 大河ドラマの英雄像比較：徳川家康と李成桂 
 


















本研究は NHK と KBS 大河ドラマが描き出す英雄像の究明を目指し、数十本にも上る大河ド
ラマの中から、新時代の開拓という類似した業績を上げた徳川家康と李成桂を物語化した大河ド
ラマを研究対象にして出発した。NHK と KBS 大河ドラマの作品分析を通して、徳川家康と李成
桂の英雄像及び類似した業績と治世に対する評価は明らかになっているが、本章を設けて比較す








第 1 節 大河ドラマが再現する実在事件の比較 
 
第 1 節では、NHK と KBS 大河ドラマが描き出す実在した事件を年代順に沿って比較していく。
関ヶ原の戦いと威化島回軍、大阪の陣と王氏一族始末政策、そして征夷大将軍の任官と国王の就
任といった類似した事件を扱っているエピソードでの映像を取り上げ、各作品の比較を行う。本
節での映像比較を通して、類似した事件に対する NHK と KBS 大河ドラマの異なる評価が明ら
























     
図 179                 図 2 
 
        


















                            













   















                            






























                            
81 『龍の涙』公式サイト http://ryunonamida.ponican.net  (最終検索日 2014 年 9 月 15 日) 
82 ビデオリサーチ社 NHK 大河ドラマ過去の視聴率データ 
http://www.videor.co.jp/data/ratedata/program/03taiga.htm (最終検索日 2014 年 9 月 15 日) 























図 8 から図 11 までの映像を見てみよう。図 8 と図 9 は、それぞれ NHK 大河ドラマ『徳川家
康』と『葵徳川三代』が映し出す豊臣秀頼の嫡男国松の処刑のシーンである。そして、図 10 と
図 11 は、KBS 大河ドラマ『開国』と『龍の涙』での昌王の処刑のシーンである。 
 
      
図 8                 図 9   
 
     
図 1083                図 11 
 
                            
83 図 10 と図 11 は第 6 章での分析で用いた映像であるが、映像比較のために再引用している。 
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 処刑のシーンにおいては、NHK 大河ドラマ『徳川家康』と『葵徳川三代』、そして KBS 大河
ドラマ『開国』から類似性が読み取れ、KBS 大河ドラマ『龍の涙』のみが異なる傾向を見せて
いる。このような傾向は、関ヶ原の戦いの発端を作った石田三成と威化島出兵を強力に主張した
崔瑩の処刑のシーンからも読み取れる。図 12 から図 15 までの映像を比較してみよう。 
 
    




     
図 1484                                図 15  
 







 NHK と KBS 大河ドラマでは、石田三成と武将崔瑩に処刑を下した史実をそのまま提示してい
る。しかし、NHK 大河ドラマ『徳川家康』と KBS 大河ドラマ『開国』が描き出す家康と李成桂
は穏便で哀れみ深い人物であるため、両者にネガティブなイメージを与える刺激的な映像は、で






17 は、大阪の陣に対する豊臣家の反応が描き出されている NHK 大河ドラマ『徳川家康』と『葵






                            
84 図 14 と図 15 は、第 6 章での分析で用いた映像であるが、映像比較のために再引用している。 
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図1685                  図17 
 
     


















                            




















     
図 2086                 図 21 
 
     
            図 22                 図 23 
 
この映像比較からも、NHK 大河ドラマ『徳川家康』と KBS 大河ドラマ『開国』の類似性が読
み取れ、NHK と KBS 大河ドラマは国別の相違性より時代別に大きく変化していることが証明で
きるところである。また、大河ドラマ『葵徳川三代』と『龍の涙』が作り出す家康と李成桂の同
                            















































各作品の分析と実在事件に対する大河ドラマの評価から、NHK と KBS 大河ドラマは、国別の
相違より年代別の相違が顕著であることが究明されているが、家康と李成桂の英雄化からも同様












































































































これをもって、NHK と KBS 大河ドラマが提示する家康と李成桂の英雄像の比較が終わった。















































NHK 大河ドラマ『徳川家康』と KBS 大河ドラマ『開国』は、家康と李成桂の不都合な治世を
他者に転嫁することで、美化もしくは隠蔽しようとする類似した傾向をみせている。これは、模
範的かつ教訓的な英雄像づくりという一致した方向性をもっているためである。両作品に比べ、



























不都合な治世に対する NHK と KBS 大河ドラマの類似性と相違から、その変化の推移が読み































が生じていることを予想していた。しかし、比較の結果から分かるように NHK と KBS 大河ド
ラマは年代別にその相違を顕著にみせている。それなら、この相違と変化にはどのような要因が
影響しているのであろうか。その要因を NHK と KBS 大河ドラマの全体的な流れと制作環境か
ら分析してみよう。 
 徳川家康を描き出す NHK 大河ドラマ『徳川家康』と『葵徳川三代』に生じている変化を究明
するため、1963 年から 1999 年までの NHK 大河ドラマの中から、家康が登場する、また映像の
入手が可能なすべての作品を分析してみた。1983 年の大河ドラマ『徳川家康』以前の作品は、
1978 年作『黄金の日日』と 1981 年作『おんな太閤記』がある。また、大河ドラマ『徳川家康』
以降から『葵徳川三代』以前の作品は、1987 年作『独眼竜政宗』、1988 年作『武田信玄』、
1992 年作『信長 KING OF ZIPANGU 』、1996 年作『秀吉』の 4 編である。1978 年作『黄金の
日日』での家康は、権力を利用して堺の商人たちを思いのままにしようする画策をめぐらす人物
として描き出され、関ヶ原の戦いの真の狙いは豊臣体制を武力で転覆しようとした試みとして評
















めとして、絵師に自身の姿を描かせたエピソードのみを提示している(第 47 話)。1992 年作『信
長 KING OF ZIPANGU 』では、築山御前と信康に処刑を下したのは信長ではなく、忠義を見せ
るために家康自ら妻子を死に追い込ませた非情な人物となっている(第 43 話)。1996 年作『秀
吉』でも、妻子を殺した信長に仕える恐ろしい人物として評価されており(第 36 話)、権力を得











































































                            
87 小此木啓吾(1991 年)『英雄の心理学―時代が求める新しいヒーロー・ヒロインたち』p.76、PHP
文庫 
88 言論統廃合とは、言論を掌握するために行なわれた第五共和国時代(1981 年～1988 年)の言論統制























                            
89 KBS 大河ドラマ『龍の涙』以前の作品は総 16 作品がある。この中、11 作品が日本統治時代を背
景にした作品で、主に国家守護型英雄を作り出している。付録 p.351 <表 2> KBS 大河ドラマの一覧
表 参照 
90 Ju Changyun(2004 年)｢The Formation of Historical Drama and Genre Blending｣『韓国言論学報』第 48
巻 1 号、pp.166-188、韓国言論学会 
91 韓国では 1994 年からインタネットが常用化されている。また、韓国ギャラップ研究所が全国
4,800 世帯を対象に 1996 年 1 月から 3 月にかけてパソコンの補給率の調査を実施した結果によると、
パソコンの保有率は 35.2%に及んでいる。「ハンギョレ新聞」1996 年 5 月 28 日 11 面 






























                            
93 文民政府(1993 年～1998 年)とは、32 年間の軍事政権を経て誕生した文民による政権を意味し、民
主的な政権であることを示唆している。Im Yeongtae(2008 年)『大韓民国史』p.729、Dulryeok 
94 ｢ハンギョレ新聞｣1994 年 5 月 7 日 1 面 
336 
  








































































































































































日韓両国の社会に急速なスピードで伝播されつつある NHK と KBS 大河ドラマを比較分析し
た本研究は、歴史を扱う諸ジャンルの研究にテレビドラマという新たな研究領域を加え、学問的
な論議の場を広げる先駆的な役割を果した。また、NHK と KBS 大河ドラマの比較を通して究明
した各作品の相違と変化は、これからの映像作品の研究や大衆文化の研究において、大いに貢献
できることを期待している。そして、新たな時代の開拓という類似した業績を残した家康と李成













持続的に研究していく予定である。そして、本研究を通して、NHK と KBS の大河ドラマが再創
                            




った。すなわち 1983 年と 1990 年代末という同時代に制作された各作品は偶然と言えるほど類似
した英雄像を提示しているということである。しかし、同時代といっても日本と韓国は政治や経
済から人々の意識までが完全に異なる社会であるにもかかわらず、家康と李成桂という一致した























                            
97 牧本次生、デビッド・マナーズ共著(1998 年) 『デジタル遊牧民』p.36、工業調査会 
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付  録 
<表 1> NHK 大河ドラマの一覧表 
作 放送年度 作 品 名 作 放送年度 作 品 名 
1 1963 年 『花の生涯』 27 1989 年 『春日局』 
2 1964 年 『赤穂浪士』 28 1990 年 『翔ぶが如く』 
3 1965 年 『太閤記』 29 1991 年 『太平記』 
4 1966 年 『源義経』 30 1992 年 『信長 KING OF ZIPANGU』 
5 1967 年 『三姉妹』 31 1993 年 『琉球の風』 
6 1968 年 『竜馬がゆく』 32 1993 年 『炎立つ』 
7 1969 年 『天と地と』 33 1994 年 『花の乱』 
8 1970 年 『樅の木は残った』 34 1995 年 『八代将軍吉宗』 
9 1971 年 『春の坂道』 35 1996 年 『秀吉』 
10 1972 年 『新・平家物語』 36 1997 年 『毛利元就』 
11 1973 年 『国盗り物語』 37 1998 年 『徳川慶喜』 
12 1974 年 『勝海舟』 38 1999 年 『元禄繚乱』 
13 1975 年 『元禄太平記』 39 2000 年 『葵徳川三代』 
14 1976 年 『風と雲と虹と』 40 2001 年 『北条時宗』 
15 1977 年 『花神』 41 2002 年 『利家とまつ～加賀百万石～』 
16 1978 年 『黄金の日日』 42 2003 年 『武蔵 MUSASHI』 
17 1979 年 『草燃える』 43 2004 年 『新撰組!』 
18 1980 年 『獅子の時代』 44 2005 年 『義経』 
19 1981 年 『おんな太閤記』 45 2006 年 『功名が辻』 
20 1982 年 『峠の群像』 46 2007 年 『風林火山』 
21 1983 年 『徳川家康』 47 2008 年 『篤姫』 
22 1984 年 『山河燃ゆ』 48 2009 年 『天地人』 
23 1985 年 『春の波涛』 49 2010 年 『龍馬伝』 
24 1986 年 『いのち』 50 2011 年 『江～姫たちの戦国～』 
25 1987 年 『独眼竜政宗』 51 2012 年 『平清盛』 
26 1988 年 『武田信玄』 52 2013 年 『八重の桜』 
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<表 2> KBS 大河ドラマの一覧表 
 
放送年度 作 品 名 時 代 背 景 主な主人公 
1 1981 年 『大命』 朝鮮中期 17 代国王 孝 宗
ヒョウジョン
 
2 1982 年 『風雲』 朝鮮末開花期～日本統治時代 26 代国王高宗
ゴジョン
 







4 1984 年  『独立門』 日本統治時代 独立烈士 
5 1985 年 『夜明け』 日本統治時代～独立後 架空人物 
6 1986 年 『ノダジ』 日本統治時代 架空人物 
7 1987 年 『梨花』 朝鮮末開花期 架空人物 
8 1987 年 『土地』 日本統治時代 架空人物 
9 1989 年 『歴史は流れる』 日本統治時代～朝鮮戦争 架空人物 
10 1990 年 『黎明のその日』 日本統治時代～独立 架空人物 
11 1991 年 『王道』  朝鮮後期 文臣 洪國榮 
12 1991 年 『風の花は萎れない』 近現代 架空人物 
13 1992 年 『三国記』 三国時代(高句麗、百済、新羅) 三国の武将 
14 1993 年 『暁天』 朝鮮末開花期～日本統治時代 架空人物 
15 1995 年 『金九』 日本統治時代 独立烈士 
16 1995 年 『燦爛たる黎明』 朝鮮末開花期～日本統治時代 独立烈士 
17 1996 年 『龍の涙』 高麗末期～朝鮮初期 李成桂・李芳遠 
18 1998 年 『王と妃』 朝鮮初期 
朝鮮王朝 7 代王世祖 
～10 代王燕山君 
19 2000 年 『太祖王建』 後三国時代～高麗建国 初代高麗王 王建 















21 2003 年 『武人時代』 高麗中期 高麗の武人政治家 
22 2004 年 『不滅の李舜臣』 朝鮮中期 朝鮮水軍の武将 
23 2006 年 『ソウル 1945』  日本統治時代～朝鮮戦争 架空人物 
24 2006 年 『大祚榮』 渤海 渤海の初代王 
25 2008 年 『大王世宗』 朝鮮初期 朝鮮第 4 代王世宗 
26 2009 年 『千秋太后』 高麗初期 千秋太后 
27 2010 年 『名家』 朝鮮中期 崔國璿 
28 2010 年 『巨商金萬德』 朝鮮後期 女性商人金萬德 
29 2010 年 『戰友』 朝鮮戦争 架空人物 
30 2010 年 『自由人李會榮』 日本統治時代 独立運動家李會榮 
31 2010 年 『近肖古王』 百済 
近肖古王 
百済の第 13 代の王 
32 2011 年 『廣開土大王』 高句麗 
廣開土大王 
高句麗第 19 代の王 
33 2012 年 『大王の夢』 新羅 
金春秋 
新羅の第 29 代の王 
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 放送年度 作 品 名 主な主人公 
1 1965 年 『太閤記』 豊臣秀吉 
2 1969 年 『天と地と』 上杉謙信 
3 1971 年 『春の坂道』 柳生宗矩 
4 1973 年 『国盗り物語』 織田信長 
5 1978 年 『黄金の日日』 堺の商人・呂宋助左衛門 
6 1981 年 『おんな太閤記』 豊臣秀吉の正室ねね 
7 1983 年 『徳川家康』 徳川家康 
8 1987 年 『独眼竜政宗』 伊達政宗 
9 1988 年 『武田信玄』 武田信玄 
10 1989 年 『春日局』 春日局(徳川家光の乳母) 
11 1992 年 『信長 KING OF ZIPANGU』 織田信長 
12 1993 年 『琉球の風』 楊啓泰(架空人物) 
13 1996 年 『秀吉』 豊臣秀吉 
14 2000 年 『葵徳川三代』 徳川家康 
15 2002 年 『利家とまつ〜加賀百万石物語〜』 前田利家と正室まつ 
16 2003 年 『武蔵 MUSASHI』 宮本武蔵 
17 2006 年 『功名が辻』 山内一豊と正室千代 
18 2007 年 『風林火山』 山本勘助 
19 2009 年 『天地人』 直江兼続 
20 2011 年 『江〜姫たちの戦国〜』 江 
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<表 4> NHK 大河ドラマ平均視聴率ワースト 10 
順 位 放 送 年 度 作 品 名 平均視聴率(％) 
1 2012 年 『平清盛』 12.0 
2 1994 年 『花の乱』 14.1 
3 1968 年 『竜馬がゆく』 14.5 
4 2013年 『八重の桜』 14.6 
5 2003年 『武蔵 MUSASHI』 16.7 
6 1993年 1 月～6月 『琉球の風』 17.3 
7 2004年 『新選組!』 17.4 
8 1993年 7月～3月 『炎立つ』 17.7 
8 2011年 『江～姫たちの戦国～』 17.7 
9 1985年 『春の波涛』 18.2 
10 2000年 『葵徳川三代』 18.5 
10 2001 年 『北条時宗』 18.5 
 
 
<表 5> 架空人物を主人公とする NHK 大河ドラマの一覧 
 
 放送年度 作 品 名 主 人 公 
1 1967 年 『三姉妹』 幕末の旗本の三姉妹 
2 1980 年 『獅子の時代』 幕末の会津藩士と薩摩藩士 
3 1984 年 『山河燃ゆ』 太平洋戦争時の日系人兄弟 
4 1986 年 『いのち』 太平洋戦争後の青森の女医 
5 1993 年 1 月～6 月 『琉球の風』 江戸時代初期の琉球王国の青年 
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